千葉大学 ＡＩ特化型･挑戦的融合イノベーター博士人材養成プロジェクト－ＡＩコア
令和７年(2025年)10月採択
ＡＩ特化型･挑戦的融合イノベーター博士人材養成プロジェクト－ＡＩコア
選抜試験 申請書
※1

	学生証番号
	
	フリガナ
	

	
	
	ローマ字
	

	生年月日(西暦)
	
	年
	
	月
	
	日
	氏名
	

	専攻・コース名
学年
※2025年10月時点
(見込)で記載
	専攻

	コース名または領域名（無い場合は空欄）
	学年



	
	
	
	

	指導教員
所属・氏名
	氏名：
	
	役職：
	

	
	所属：
	

	
	メールアドレス：
	

	現住所
	〒
	
	-
	

	
	

	試験・採択後の
手続きに関する
連絡先
	メールアドレス：
	

	
	自宅 TEL：
	
	携帯 TEL：
	

	履※2

　
歴

事

項
	学歴※3

	年　　月
	
	高等学校卒業

	
	
	年　　月
	
	

	
	
	年　　月
	
	

	
	
	年　　月
	
	

	
	
	年　　月
	
	

	
	
	年　　月
	
	

	
	
	※4 2025年10月現在
	千葉大学
	
	入学見込

	
	職歴
	年　　月
	
	

	
	
	年　　月
	
	

	
	
	年　　月
	
	

	
	
	年　　月
	
	


（注意）
※1. 2025年10月入学予定の者は学生証番号の記載は不要ですが，本学からの進学者については現在の（修士）学生証番号を記入すること。
※2. 履歴事項（学歴・職歴等）はもれなく記入すること。
※3. 学歴は高等学校卒業から記入し，学士課程入学・卒業，修士課程入学・修了の順で，2025年10月時点（博士課程入学見込）まで記入すること。
※4. 2025年10月現在の、課程名、学府・研究科名、専攻名を記すこと。
記入例）千葉大学　博士後期課程　情報・データサイエンス学府　情報・データサイエンス専攻



	奨学金等の
有無
	●全方位・挑戦的融合イノベーター博士人材養成プロジェクト（以下「全方位」）の応募状況
全方位と併願可能です。但し本プロジェクトに採択された場合は，本プロジェクトを選択すること。

	
	☐応募予定　　
	☐該当なし

	
	●日本学生支援機構（JASSO）奨学金　※受給期間が令和７年（2025年）10月以降のもの
□ 貸与型以外の奨学金  　□ 該当なし

	
	受給状況：
	☐申請予定　　☐申請中
	☐該当なし

	
	種類：
	☐貸与型の奨学金
	☐貸与型以外の奨学金（
	
	）
	

	
	●その他，受給予定，申請中または申請予定の奨学金等
※受給期間が令和７年（2025年）10月以降のもの
※大学推薦の奨学金に申請または受給が決定している場合は，本プロジェクトへの申請は受付不可。
※複数件ある場合は，別紙（任意様式）に記入すること。
※併願・併給の可否について不明な場合は，奨学金等の事務担当部署に確認の上で記すこと。

	
	実施団体名：
	
	☐該当なし

	
	名称：
	
	

	
	併給：
	☐可　　　　☐不可
	

	
	受給期間 ※5：
	～
	受給金額 ：
	
	

	
	辞退届の提出：
	☐提出済　　☐未提出
	
	

	
	●日本学術振興会特別研究員（DC）への応募・採択状況

	
	状況：
	☐採択　　　☐補欠
	採用予定：
	
	☐該当なし

	
	
	☐申請中　　☐申請予定
	
	
	

	給与所得の
有無
	●本プロジェクト生となった後も，企業等から生活費相当額として年間240万円以上の給与及び役員報酬等の，安定的な収入を得る予定があるか。

	
	☐有　　
	☐該当なし

	今後の希望
する進路
	●大学院修了後の希望する進路に一つ印をつけてください。

	
	☐アカデミア　　　☐官公庁　　　☐企業　　　☐起業　　　☐海外　　　☐その他

	申請資格
	●募集要項「２.申請資格」(1)から(4)全てについて
	☐該当します

	
	●募集要項「２.申請資格」(5)の(ｱ)から(ｸ)のいずれにも
	☐該当しません


（注意）
※5. 受給期間は、受給可能な期間（複数年受給可能であれば、その期間）を記入すること。


	研究課題名
（40字以内）
	



	１．【研究計画】
· 博士課程の主専攻を自主研究とする。
· 適宜概念図を用いるなどして，わかりやすく記すこと。



（1）研究目的・方法・内容
· 取り組む研究計画における研究目的，研究方法，研究内容について記すこと。
	～～　この青色の枠は、申請書作成時には削除すること　～～
1 どのような計画で，何をどこまで明らかにしようとするのか，具体的に記すこと。
2 研究の特色・独創的な点（先行研究等との比較，本研究の完成時に予想されるインパクト，将来の見通し等）にも触れて記すこと。
3 研究計画が所属研究室としての研究活動の一部と位置づけられる場合は，申請者が担当する部分を明らかにすること。
4 字数制限なし。但し「１．【研究計画】(1)(2)」合わせて１頁に収めること。
5 フォントは，ＭＳ明朝（10.5pt），英語で作成する場合はCentury（10.5pt）で記入すること。





（2）AI分野における研究の位置づけ
· 本プロジェクトで取り組む研究のAI分野における位置づけ，特に，取り組む研究が次世代AI分野の開発・牽引につながりうる点について記すこと。
	[bookmark: _Hlk197961942]




	２．【研究業績】



	～～　この青色の枠は、申請書作成時には削除すること　～～
1 申請者を含む全員の氏名を，論文等と同一の順番で記載すること。
2 題名，雑誌名や学会名，巻号，最初と最後の頁，発表年(西暦)，査読の有無を記載すること。
3 申請者にアンダーラインを付すこと。（発表予定のものは除く。ただし，発表申し込みが受理されたものは記載してもよい。）
4 字数制限なし。但し「２．【研究業績】」と「３．【研究遂行力の自己分析】」をあわせて全体で１頁に収めること。
5 フォントは，ＭＳ明朝（10.5pt），英語で作成する場合はCentury（10.5pt）で記入すこと。

· 学術雑誌等に発表した論文又は著書
· 学会等における発表（口頭・ポスター，場所，月・年，発表者に◯印を付すこと）
· 受賞等
· その他の特筆すべき活動





	３．【研究遂行力の自己分析】





	～～　この青色の枠は、申請書作成時には削除すること　～～
1 当該分野における「研究に関する自身の強み」について，これまで携わった研究活動における経験などを踏まえ，具体的に記すこと。
2 記入にあたっては，研究における主体性，発想力，問題解決力，知識の幅・深さ，技量，コミュニケーション力，プレゼンテーション力などの観点を盛り込むこと。
3 次世代AI分野の革新的・挑戦的研究を実施するにあたり強みとなりうる点があれば，記すこと。
4 字数制限なし。但し「２．【研究業績】」と「３．【研究遂行力の自己分析】」をあわせて全体で１頁に収めること。
5 フォントは，ＭＳ明朝（10.5pt），英語で作成する場合はCentury（10.5pt）で記入すること。




1

